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ナメコの化学成分組成に及ぼす栽培時の

オゾン暴露の影響
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The cFrect of ozone exposure(COncerlじ raしiont O, 003, 0,l and 0 3 pprll)during cultivaし ion

or Nameko mushroom (Pん o尻oとα れattθんo)waS investigated on the weight and chenical

composition (w atOr, protein, lipid, carbohydrate and ash as major consしi↓uents,Ca, Fe, Na,

K and Zn as rnineralsi and thiaHlin, ribonavin and ascorbic acid as vitarl■ins)on the dry

maιter basis of fruit bodies i.o,, pileus, sしipe and 、vhole  As to the ozone treaしInent, a

signiFlcant increase M′as observed in the 、vater, lipid, carbOhydrate, thiarnin alld ascorbic

acid contents in pileus, in the 、v ater, ascorbic acid cOntents in sじipe and in the 、vaじer, lipid

and ascorbic acid contents in 、vholet  On しhe o↓her hand, a signincanじdecrease was observed

in weight and protein, ash, Fc, Na, I(and Zn contents in plleus, in、veight and ash, K and Zn

contents in stipe and in 、vcight and ash, Na, K and Zn coratonts in 、vhole.  The pileus, as

compared with the stipe, had higher amounts of major constituents except carbohydrate and

also higher Fe, Na,Zn, thiarnin and ribonavin contents on O ppHl o20ne Culture(contr01).

(Received」an.29,1992)

植物は高濃度の 08(オ ブン)に H西されるとを化の促

進,央 の脱色,枯 死など各Ar3の障害を生じる
1)～3)、_方 ,

低濃度の 03暴 露では,成 長の促進
4),各
種化学成分含

量の増大が生じることも報告されている
勧～7)

真菌類では,エ ノキタケ栽培の 「抑制
キ'勧
」段階にお

いて 3ppmの 03に 30分問ずつH吊欠暴露すると,「抑

制」過柱が‖頂調に進行 し,そ の結果エノキタケの殺培期

間の短縮と子実体収量の増大がみられるとの報告があ

る
9).また, ナメコ栽培の 「生育

お'ゆ
」段階に 03‖村欠

暴蘇を行うと, 子失体)形成の同調化が可能なことが報告
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されている
の.し かし,食 品として重要な検討項日の一

つである子実休各部の化学成分組成の変化については,

全く知られていない`

そこで本研究では, きのこ栽培工程に 03暴 露を導入

Table l Culture rnedium車for Nameko

mushroom

ColnpositiOn of lnedium

す る 可 否 を探 る一 環 と して ,ナ メ コ ( Pんo↓↓oια

れaれσたο)の 子失休発育段階における 03暴 露の影響に

ついて,子 実体各部の化学成分組成すなわち一般成分,

無機質成分およびビタミンを比較検言寸し, ナメコ栽増に

おける 03暴 露の有効性を探った。さらに 03暴 孫に伴

う子実休各部の化学成分組成の変化を介し、ナメコの化

ヤ成分特性についても検討を加えた

実 験 方 法

1.試  料

ナメコ N-4株 「(株)T出 化成Jは , Table lに 示

した培地を常圧で 7時間滅菌 (点火後～起蒸まで 0.5時

間,起 蒸から火止めまで 5.5時間,冷 却 1。0時 間)D後,

Table 2に示 した条件下で栽培 した 03暴 露は,菌 糸

培養 65日 目に増養瓶上部衣面の菌糸を除去 (菌掻き)

し,子 実休原基を形成 した培養 75日 日の菌体を,

Saw dust承
ネ

Rice bran

Corn bran

Vヽater contenl

1 . 0～1  lι

36g

8 g

65-68 %

キ
530～550 g Fresh、veight/800 rnと bottle
ⅢⅢ
 Mix↓ ure oF Buna(ゴ agレs cttθれαをα)Wiし h

about 3% of Kaki(DtSpyrOs た 。たと var.

がο″レcsじ↓ca)

Table 2  EIlvironmental conditions fOr preparative cultures or

Naneko mushrOOna For ozone exposure

Spawn run
Fttt紳
紳

Fruit body

grO、vlng

T e m p e r a t u r e (° C)

Re l a↓ive h u m i d i t y ( % )

C u l t u r e  p e r i o d ( d a y )

A i r  c h a n g e ( m i n / h )

20

NC

65

15

13～15

ca 90

10～12

NC

13-15

ca 90

8～ 10

NC

・
The culture surrace 、vas sprayed by ↓ap、vater and じhen irradiated by a

plant gro、ving lamp.

N C  i  N o t  c o n t r o l l e d

Table 3 EnvirOnmental conditiOns during fruit bOdy deve10pment Of

Nameko mushrOOm

0 3  t r e a t m e n t t

( p p m )

Contr011ed range oF cOnc,

03(ppm) C02(ppnl)

r r e m p .

(°C )
Relative
humidity(%)

0

0.03

0 . 1

0 3

0

0.026-0,036

0 089-0 091

0 29 ハvO.31

392-484

398-538

388-462

374-424

14 5-15.5

14.5-15.5

14`5～15.5

14.5-16 0

90-98

89-97

88-93

87-97

'Concentration of

T h e  w i n d  v e 1 0 s i t y

、vas 7～401x.

o z o n e

、vas 10～ 20 cm/sec and the 11lunlinalion at し Op of culture botties

エノキタケ生産において子失休原基形成直後に,低 温処理や送風処理などによって子実体発育を同調化する
栽増工程

きのこの栽培工程の内,子 実体原基形成の発育から収樫までの段階
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T a b l e  3の環境条件に調節 したグロースキャビネット

(内容積 7 . 5 m 3 ) 1 0 )中において,  7日 問行 った, 0 3暴

露没l xは,対 1 ( 1区1 0 p p m (通 常環境) , 0 3試 験区 :

0 03ppm, 0.lppmお よび 0 3ppmの 4区 分とし,

各区分 10瓶 を火瞭試料とした

2.定  量  法

試料は傘とlAlにわけて秤畳後,10瓶 まとめてロボク

ープ (Food Machinery lnc.製 ,R2)で 均―にした。

一般成分 〔水分, タンパク質,脂 質,灰 分および炭水化

物〕の定量法として,水 分は無水硫酸ナトリウムを乾燥

助抑|とした 105℃乾燥法
11), タンパク質はセミミクロケ

ルダール空素定量法 (空素―タンパ ク質換算係数

625)1!),‖旨質はソックスレーれ|IHキ器によるエチルエー

テルカ|1出法
H),灰
分は石英るつぼを用いた由按灰化法

1600°C)1いを用いた 炭 水化物は差 し引き換算により求

めた 無 機質 〔カムシゥム,鉄 , ナ トリウム, カリウム

およびビE鉛 (以下,各 々 Ca,Fe,Na,Kお よび Znと

珠す)〕は直接灰化法により得た灰分を 1%HClで 希釈

し,島 津製作所製原子吸光/フ レーム分光光度計 AA―

は16を用い原子吸光法
1りにより定畳 した。ビタミンの

亡壁はビク ミン Bl, ビ タミン B2お よびビクミン C

t以下,各 々 V.Bl,V.B2お よび V・Cと 略す〕につい

て行った V.Blお よび V.B2は 01N硫 酸と5%タ

カジアスターゼによりれ|1出後,V.Blは チオクローム蛍

光法
ll),V.B2は ル ミフラビン蛍光法

11)1めに従い定量し

た VCは 5%メ タリン酸によりれ|1出後,24-ジ ニ ト

oフ ェニルヒドラジン法
11)により定量 した

実験結果および考察

オブン暴露は,子 実体形成期間に影響を与える場合が

あるが,本 実験では発育段階の進行に明確な相連は認め

られなかった 従 って本実験で培養の一定期間に行った

03暴 露は,子 夫体収穫期に対 して影響を与えなかった

ナメコの傘,柄 および子実体の 1瓶 当たりの亜量と一

般成分組成を乾物中百分率として Table 4に ,同 様に

無機質を Table 5, ビタミンを Table 6に 示 した 各

或分に及ぼす 03暴 露の影響については一元配置の分散

ケ〉析により検討し,各 Tableに 示 した.な お,通 常ナ

メコは傘と柄を同時に摂取するため,傘 および相の分析

車と重畳比率から子笑休中の各成分含畳も計算により求

めた (以下,計 算上,傘 と柄を合わせたものを全子実休

と1/71ヽす)

1.傘 と柄の重量

1瓶 当たりの傘および柄の亜量は,00濃 度の増大に

Table 4  Vヽeight, water, protein, lipid, car一

bohydrate and ash cOnじents oF fruit

bodies in Nameko mushroom

03 COnC`(ppm)

0 03 03 LSD球

W e i g h t ( g / b O t t l e )

P l l e u s     8 4 . 6 4   8 0 2 1

Stipe       64.09   51.49

Vヽhole    1481 73 131.69

80。16   73.66  1.60

44.15   43.97  0.47

124.31  117.63  1 78

W a t e r ( % )

Pileus      86.06   86.15

Stipe     85.92  84.81

Vヽhole     86.00   85.62

88.87   89.06  0.04

87 31   87 55  0.09

88.32   89.38  0 03

Protein岩
Ⅲ

Pile u s

S t i p e

W h o l e

20.16   19.35   18.15   18.26

11 43   12 44   11 43   16 14

16.38   16.50   15.56   17.40

0 . 1 7

0.04

0 , 1 1

L i p i d球
+

Pil e u s

S t i p e

Vヽ h o l e

1.87    2,24    2.43    2474  0.14

1.63    1 97    1.58    1.93  0,05

1 77    2 13    2 10    2 41  0.10

Carbohydrate・
Ⅲ

Pile u s

S t i p e

Vヽ h o l e

71 23   71484   73 04   72 62  0.16

81.05   80,07   81,63   76.62  0.06

75。49   75、24   76.35   74.23  0 11

A s hホ
ネ

Pile u s

S t i p e

Vヽ h O l e

6 74    6`57    6.38    6.39  0.06

5.80    5.53    5 36    5 31  0 04

6.37    6.14    5.99    5,95  0 03

ホ
Least signiricanじdifference at the 5ワちlevel
辛t Percent on dry basis

伴い有意に減少 した。従って,収 量増大という観点から

みると, ナメヨ生産において 03暴 露は避けるべき方法

であると考えられる.ま た,03濃 度の増大に伴なう減

少は傘より柄で大きかった。このため,傘 の重量常‖合が

増大 し対la区で 1.32倍,03試 験区では 156倍 (003

ppm区 )～1.82倍 (0 1ppm区 ),平 均 1.68倍となっ

た`な お,実 用上の観点から傘の増大によるナメコの外

観の暗好性については,今 後の検討が必要と考える、

2.一 般成分

1)水  分 :傘 および金子実体の水分含量は 03濃

度の増加に伴い有意に増大 し,相 では 01お よび 0.3
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Table 5 Calcium, irOn, sodiulll, poしassium

and zinc conじents of rrui↓bodies in

Nameko mushroom

①3COnC(ppin)

0 03 03 LSD手

Table 6 Thiarnin, ribonavin and ascorbic

acid contents of Fruit bodies in

Nameko mushroom

03 COnC.(ppm)

003 03 LSD・

Ca手
辛

Pileus

Stipe

Whole

48、8    48.3    44 0

60.4    55.3    41 0

53,8    51.2    42.8

T h i a l R l l n  Ⅲ

49 3   (〕.22     Pileus

6 3  5    0  7 8     S t i p e

5 5 . 0    0 . 2 8     Vヽ h o l e

2 02    2 88    2 10   0 12

0 99    1 42    1 04   0.11

1.59    2.32    1 67   0.07

1.79

1.35

1160

F e・
=

Pileus

Stipe

Vヽhole

1 2 . 3   1 1 . 0   1 1 . 8

8 , 0    7 . 8    7 . 7

10.4     9.7    10.2

1 1 , 2

7 8

9 , 8

R i b O n a v i n  Ⅲ

O.23     P i l e u s

O . 2 3     S t i p e

O . 2 3     W h o l e

1 22    1.01    1 26    1.27   0.04

0.92    0 86    0.79    1 04   0 02

1.09    0.95    1.08    1.18   0.02

N a料

Pileus

Sしipe

Vvrhole

26.5    15 6    12.0

15.7    19,4    20.8

21 8   17.2   15 4

AscOrbic acldⅢ
Ⅲ

O.38      Plleus     66 50

1.07      Stipe       50.20

0,24     Wh01e     59.44

91.00   78.10   78 90   0!17

50.60   52,40   52.40   0.16

74 31   68 19   68 19   0 15

8 , 7

1 6 3

1 1 8

K料

Pileus    3490    3130

S↓ipe     3160    2870

Vヽhole   3350    3020

Znネ
Ⅲ

Pileus

Stipe

VヽhOle

6.24    5,99    5.84    5,84   0,04

3`76    3.55    3,55    3.53   0.02

5.17    4.98    4 96    4.91   0,02

章
Least signincant difFerenco at the 57あ level
ネ・
mg%On dry basls

ppm区 で有意に増加 した,水 分含量の増加は食感の変

化を示唆し,今 後の検討が必要である

工)タ ンパク質 :傘 のタンパク質含量は金 03試 験

区で有意に減少 したが 柄 および金子失体のタンパク質

含量は0.03お よび 0.3ppm区 で有意に増加 した,相

への影響が最も大きく,対 照区の 1.00倍 (0 1ppm区 )

～1.41倍 (0.3ppm区 ),平 均 117倍 であった.各 部

位を比較すると,傘 および全子火体のタンパク質含量は,

柄に比べて全試験区で高く,傘 のタンパク質含量は柄の

1 13倍 (0 3ppm区 )～ 1 76倍  (O ppln区 ), 平よ匂

1.51倍であった 対 照区における傘とllAlのタンパク質

含誉談ヒは,今 回分析した成分中で最も大きかった。なお,

シイタケでもタンパク質含量は傘では柚の 2.37倍に達

し,一 般成分中で最も大きく異なっていることが知られ

ている
14)

Ⅲ
 Least signincant diFFerence at the 5ワ あ level
中を
mg%On dry basis

m)‖ 指 質 :傘 および企子実体の脂質含量は全 03

試験区で,lltの‖旨質は 0.lppm区 を除 く 00試 験区で

行意に〕常加 した`傘 への影響が最 も大きく,対 HR区の

1.201苫(0,03 ppm区 )～1.47倍 (0.3ppm区 ),平 均

132倍 であった ‖旨質含量は,一 般成分中最も大きく

増加 したが,本 成分の変化は味および香への影響が大き

いと考えられることから,今 後の検討が必要である。各

部位を比較すると,傘 および金子実体の脂質含量は,柄

に比べ全試験区で高 く,傘 の脂質含量は柄の 114倍

(0,03 ppm区 )～1.54倍 (0,l ppm区 ),平 均 1,31倍

であった

市)炭 水化物 i傘 の炭水化物含量は金 ①3試験区で

有意に増加 したが,相 および全子失体では 0.l ppm区

を除き有意に減少 した。 しかし,対 照区に対する増加お

よび減少IJ合は各々非常に小さく,従 って炭水化物含畳

は一般成分中で 03暴 露の影響を最も受けにくかった.

各部位を比較すると,lrlの炭水化物含量は,傘 および全

子実体に比べ全試験区で高く,一 般成分中本成分のみが

傘よりllaに多く含有されていた,

v)灰  分 i傘ゃ柚および全子笑体の灰分含量は,

全 03試 験区で有意に減少 したが,減 少常1合は各々小さ

く,灰 分含量も炭水化物についで 03暴 露の影響をうけ

にくかった な お, キャベッや トマトの灰分含量は 03

3170

2700

2980

40.08

10.63

24`95
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呆露により増大するが, レタスとストロベリーの灰分含

量は変化 しないことが報告
7)さ
れており,①3呆露の影

響は生物ITlにより著 しく只なると考えられる

今|[‖分析した対照区の企子実体の一般成分を他のナメ

ヨの報告例
15)-17)と
比較すると,水 分含量はこれらの報

告例に対 しても 10%程 度低かった。これは,環 境制御

の精度を増大するため,生 青
料,8)段
階において通常の

救培時より強い送風を用いたことによると考えられる

タンパク質および脂質含量は,四 訂日本食黒l標準成分衣

(以下,17Ll訂成分衣と略す)lめに比岐し前者は40%,後

者は 65%低 く,炭 水化物含量は四訂成分衣
lDに
比較 し

20%高 かったが, タンパク質および炭水化物含量は倉

沢 らの結果
1°
と近似 していた。灰分含量は四討成分

衣
15)ぉょび倉沢らの結果

lDと
近似 していた こ のこと

から,灰 分含量は品種や培養条件の影響を受けにくいも

のと考えられる

3.無 機質成分              '

1)Cal傘 ,柄 および全子失体の Ca含 量は, いず

れも 0 3ppm lXで 有意に増加 し,他 の 03試 験区では

行意に減少 した 柄 への影響が最 も大 きく,対 照区の

068倍 (0 1ppm区 )～105倍 (0.3ppm区 ),平 均

088倍 であった.03暴 露により傘,柚 ともに含量が増

加|した試験区をもつ無機質は Caの みであった 各 部

1立を比較すると相の Ca含 量は,傘 および全子失体の

含量に比べ 0 1ppm区 を除 き高く,対 照区で船の Ca

含量は傘の 124倍 であった

山)Fet傘 ,柄 および全子失体の Fe含 量は 03暴

革により減少 し,傘 への影響が最も大きかった 各 部位

を比較すると,傘 および全子実体の Fe含 量は相に比ベ

全試験区で高 く,傘 はIPiの1.41倍 (0.08 ppm区 )～

154イ旨 (Oppm区 ),平 均 1.48倍であった.

減)Na:傘 および全子突体の Na含 量は,企 ①3

試験区で有意に減少 した 全 子突休への影響が最も大き

く,対 照区 の 0.54倍  (0.3 ppm区 )～ 0.79倍 (0103

ppm区 ),平 均 068倍 であった し かし,llSのNa含

最は全 03試 験区で増加 した こ の結果,全 試験区では

金とlAlのNa含 量が大 きく逆やムしたが, このような成

分は Naの みで,Naは 今F十分析 した成分中で最も 03

つ影響を受けやすいことがわかった。また,各 部位を比

較すると,対 照区における傘の Na含 量は柄の 1.68倍

て,今 回分析 した無機質中で最も大きかった

市)Ki傘 ,柄 および全子失体の K含 量は,全 ①3

京験区で有意に減少 した。船の K含 量に最 も顕著な影

響がみられ,対 照区の 0,72倍 (0 1ppm区 )～091倍

(0 1ppm lX),平 均 083倍 となった 各 部位を比較す

ると,傘 および企子失体の K含 量は,柄 に比べ全試験

1丞でi南かった.

v)Zn i傘 ,柄 および全子夫体の Zn含 量は,金

03試 験区で有意に減少した.各 部位を比較すると,傘

および企子失体の Zn含 畳は柄に比べて全試験区で高く,

傘 は柚の 1.65倍 (0.3ppm区 )～ 1.69倍 (0.03 ppm

区),平 均 1.66倍 であった

なお, データとして示さなかったが灰分中の各無機質

含量の比率値をみると,各 無機質含量の結果とほぼ一致

していた,03暴 露により Caを 除 く各無機質含量は,

減少 したが, このことは各種の種子植物で報告
1い
され

ているのと1刊様, ナメコでも①3が 無機イオンの細胞膜

透過性に影響を与えた結果ではないかと推察される`今

lrll分析 した対照区の全子失体の無機質成分を他のナメコ

の報告例
lDlめ
と比較すると,Ca,お よび Fe含 量は四

言r成分衣
15)ぉょび川井 らの結果

17)ょ
り前者は25～29%,

後者は 17～25%低 かった Naお よび K含 量は四訂成

分表
15)に
比岐 し,n打者は 85%低 く,後 者は48%高 か

った。Zn含 量は日本食品無機質成分衣
lDよ
り31%低

かった,し か し,Na,Kお よび Zn含 量はそれぞれ川

井らの結果
1の
と近似していた、

4.ビ タミン

i)V.Bl:傘 ,柄 および全子実体の V.Blは 含量は,

いずれも 0 1ppm区 で有意に増加 した 傘 への影響が

最 も著 しく,対 照区の 113倍 (0 03ppm区 )～161

倍 (0 1ppm区 ),平 均 1.30倍 であった.し かし,柚

の V.Bl含 量は,0.03お よび 0.3ppm区 で有意に減

少 した。各部位を比較す ると,傘 および全子実体の

V.Bl含 量は,柄 に比べ全試験区で高く,傘 は柄の 1,33

倍 (対照区)～2.04借 (0.03 ppm区 ),平 均 186倍 で

あった.

五)V・ B2!傘 ,柄 および全子実体の V.B2含 量は,

043 ppm lXで 有意に増加 したが,増 加常1合は非常に小

さかった 各 部位を比較すると,傘 および全子実体の

B2含 量は,船 に比べ金試験区で高く,傘 は柚の 1.17倍

(0 03ppm区 )～ 159倍 (0.lppm区 ),平 均 1.33倍

であったt

出)V`Ci傘 ,柄 および全子失体の V.C含 量は,

金 03試 験区で有意に増加 した。傘への影響が最も哲し

く,対 照区 の 1 . 1 7倍 ( 0 . l  p p m区)～1 3 7倍 ( 0 , 0 3

ppm区 ),平 均 124倍 であった。各部位を比較すると,

傘および全子実体の V,C含 量は柄に比べ全試験区て高

く, 傘は柄の 132倍 (Oppm区 )～1.80倍 (0.03 ppm
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区),平 均 1.53倍であった

以上のような 03暴 露に伴う各ビタミン含量の変化に

ついては,キ ャベツでは V Bl,V.B2お よび V・Cが

増加すること, レタスでは V.Blの みが増加すること,

トウモロコンでは V.Cの みが増加することなどが報告

されつ,生 物種によって異なると考えられる.ま た,多

くの種子植物は 0 1ppm～ 0.3 ppmの 03衆 蘇によっ

て可視障害を生 じるが
20,ナ メヨは,0.3ppmの 03

暴露によっても可視障害を示さず,I品 の減少を生 じた

のみであった。さらに,V.Cや グルタチオンなど生休

内還元物質に富む品種のホウレンソウは,03暴 露に対

し強い耐性を示すとの報告か ら
20),本
失験のナメコが

03暴 露に対 し強い耐性を示 したのは,ナ メコが 03暴

露に伴い抗酸化剤として機能する V B2お よび V.C含

量を増加させる能力を有 していたことに一因があると推

察される こ のように, ビタミン含量の増加を誘因する

①3暴露は,ナ メコの栄養術の向上には有効であること

が示唆された。今回分析 した対照区のナメコ金子実体の

ビタミンを四訂成分衣
15)と
比較すると,V`Blは 近似 し,

V・B2は 32%低 く,V,Cは 高かったが, その原因は他

の成分と同様に品種および培養条件の避いと考えられる。

また,対 照区における傘の V.Bl,V.B2,VCの 含量

は,各 々の本内に対 して lt 68倍であったことから,ナ メ

コの水溶性ビタミンは傘に多く含有され,傘 と柄での水

溶性 ビタミンの含有比'半くはビタミンの種類に関係なく一

定であることが明らかになった

5.化 学成分含量相互間の相関

①3暴 露濃度と■量および化平成分含量の相白1関係を

本日関係数として Tables 7～9に 示 した,03呆 露との肝」

に5%以 下の危険率で1ヒの相閲を示したものとして,傘

では水分および‖旨質,柚 では水分, タンパク質および

V.C,金 子実体では水分,脂 質および V,B2で あった

03暴 露 との|十日に 5%以 下の危険イで負の相関を示 した

ものとして,傘 では傘五量, タンノミ`ク質,灰 分,Naお

よび Zn,llAlでは亜畳,炭 水化物および灰分,金 子実体

ではI量 ,灰 分,Naお よび Znで あった 一 方,傘 ,

柄および企子英体に共通 して 5%以 下の危険率で止の相]

関が言,よめ られたものは,03暴 露に対する水分,豆 量に

対する Kお よび Zni灰 分に対する Kお よび Zn,K

に対する Znで あった 傘 ,柄 および全子失体に共通し

て 5%以 下の危険率で負の相関が認められたものは,03

暴露に対する亜量および灰分, タンパク質に対する炭水

化物であった,

ナメコ以外の軟質きのこの生産における子失休の水分

含量の増加は,栽 増時の耐病性の低下や日持ちの低下を

招くため,避 けなければならない栽培日標の一つである

ナメコは子英休が未成熟,則jち,傘 が十分に開傘しない

内に収機 し,新 鮮あるいは水点の状態で出荷し,子 実休

Table 7  COrrelatiOn cOemcienじ s arnong 03 COnCerltration, weight and

Proxirnate composition

Vヽeighし
Vヽater Protein Lipid

C a r b o
hydrate

Ash

0 3  C O n C n

Vヽeight

Vヽater

Pro↓ein

Lipid

Carbohydra↓ e

Ash

Ca

Fe

Na

K

Z n

T h i a r l l n

R i b o n a v i n

-0944辛 Ⅲ 0.820キ

ー0735ネ

-0.7 4 5卓    0 9 1 0ネ
Ⅲ

O,76 8Ⅲ   - 0 9 4 7承
承

-094 0 '・    0 8 6 2ネ
申

-0,9 1 2 'Ⅲ

0 628      --0 738浮

-0.650        0 791・

0 9 1 8辛
十  _ 0 9 1 0辛 平

-0,983承・      0,989ホ
・

0.822キ     ー0,909ホ
キ

ー0,974中
・

'Signiflcant at the 5ワ
ちlevel,  球

承
signincant at the lワうlevel
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史面に存在する多粘取による粘性を賞味するきのこであ

る。このため,ナ メコ生産では,子 実体の水分の増加は

みずしも品質の低下につながるとは考えられない(一 方,

)3は 暴露濃度にもよるが,ナ メコの子失体のタンパク

彗,脂 質,V.Bl,V.B2,VCの 含畳を増加させ,灰

分,Na,Kお よび Znの 含量を減少させる.

以上のことを総合すると,03暴 離により収量は若千

低下す るものの,0.lppm 03暴 露 を行えば
'‖
旨質,

V.B,お よび V.C含 量が高く,Naお よび K含 占1の低

い,ま た,0 3ppm 03暴 露を行えば川旨質,V.B2お よ

び V.C含 量が高 く,Naお よび K含 量の低いナメコ

生産が可能である。ナメコの含有成分が本来すべて微量

であることを考慮しても, ナ メコ生産への 03暴 解は栄

養面からみると有効な栽培手法の一つとなり得ると考え

られる 一 方,ナ メコの傘と相の成分は,通 常環境 (対

照区)の 栽培において,炭 水化物 と Caを 除く供試金

化学成分の含量が柄より傘で高 く, ナ メコの傘は相に比

較し栄養価が高いことが明らかになった

要    約

ナメヨ栽培における 03暴 財 (対照区および 03試 験

区 :0.03 ppm区 , 0 1ppm lX, 0 3ppm区 )の 影響

を化学成分面から検討 した。

03暴 露により有意に増加 した成分は,傘 では水分,

脂質,炭 水化物,V Blお よび VC,llaで は水分およ

び V.C,企 子失休では水分,‖旨質および V`Cで あっ

た Oむ 呆露により有意に減少 した成分は,傘 では重量,

タンパク質,灰 分,Fe,Na,Kお よび Zn,柄 では亜

堂,灰 分,Kお よび Zn,企 子実体では重量,灰 分,

Na,Kお よび Znで あった.

03呆 蕗濃度 との問に有意な正の相関を示 したものと

して,傘 では水分および脂質,柄 では水分, タンパク質

および VtC,子 失体では水分と‖旨質および V`B2で あ

つた,03暴 露濃度 との問に有意な負の相関を示 したも

のとして,傘 では重量, タンパク質,灰 分,Naお よび

Zn,柄 では_Tl量,炭 水化物および灰分,全 子実体では

亜量,灰 分,Naお よび Znで あった

通常環境 (対l“区)の 救培において,ナ メコの傘は柚

に比較 して,炭 水化物以外のすべての一般成分,Fe,

Na,K,Zn,V.Bl,V B2お よび V.Cを 多く含有して

いた

供試材料としたナメコの枝培を担当していただいた

(株)干山化成 (長野県地科■l!戸倉町内川 1101)に対 し

て感融|の意を表します.

本研究をまとめるにあたり1暖 かいご指導を載きまし

た資源協会食品成分研究所所長 平  宏 和博士に心から

群謝

contents of chernical componenじ s in pileus of Nameko mushroonl

Mineral /ヽitamin

Ca Fe Na Zn Tttam品 酪bonahn境紺
た

0.173

- 0 . 1 6 6

- 0 4 1 0

0  4 9 1

- 0 1 0 2

- 0 6 3 5

- 0 1 4 6 8

- 0 . 4 4 2

0.697

- 0 . 1 8 2

01429

- 0 . 6 2 9

- 0 . 3 2 9

0.491

- 0 . 2 1 7

-0.790ホ

0 893中
中

- 0 8 1 8ホ

0 939ネ
+

-0, 9 6 6・*

-0` 8 7 8Ⅲホ

0 952キ
Ⅲ

0 254

0 698

0.177

- 0 1 8 3

0 686

-0766Ⅲ

O,454

0.858キ
ネ

ー0,73 2・

-0 9 2 8ⅢⅢ

-0.0 0 3

- 0 . 5 6 7

- 0 , 4 1 6

- 0 7 0 3

0.510

~ 0 4 2 3 0

0.687

- 0 . 4 0 9

0.307

0 4 1 8

-0.338

-0.224

0.521

- 0 . 1 6 2

0.330

- 0 2 0 7

0`339

0.099

-0.406

0 . 0 1 0

-0.330

0 . 4 1 3

0 287

- 0 . 3 8 7

~ 0 4 0 4 8

- 0 8 9 5手・

-0.5 6 9

- 0 . 8 9 5キ中

-0.5 2 6

0,170

- 0 7 0 5

- 0 4 7 7     - 0 4ヽ7 1 3キ

0,712承       01808Ⅲ

- 0 4 4 8     - 0 . 8 4 9・｀

0.703        0 973辛
ネ

ー0 . 7 6 2・   + 0 , 9 2 3・
Ⅲ

- 0 . 6 4 7     - 0 9 4 5ネ■

0`743Ⅲ       0 985ホ
十

0 178        0,425

0卜905ネ
キ
      0.602

0,873辛
Ⅲ
      O,982承

・

0.839キ
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Table 8 Corrdaじ ion coettcients amOng 03 COnCentralion,、 veigllt and

PrOxirnate composition

Weight
Carbo
hydra↓e

Water Protein Lipid Ash

0 3  C O n C n .

Vヽ e i g h t

Vヽ a t e r

P r o t e i n

L i p i d

Carbohydrate

Ash

Ca

Fe

Na

K

Zn

T h i a m i n

R i b o n a v i n

~04718Ⅲ 0.751'

- 0 . 5 8 8

0 9 1 4…

-0507

0444    -0303

0 682

-0 859ⅢⅢ    -0 749球

0 413        0 996キ
・

-0.3 4 9    - 0 5 7 5

- 0 . 9 9 3・・  -0 5 6 2

- 0 7 3 1・   - 0 , 3 3 4

0  4 7 3

0 397

--0.273

中
signincant at ιhe 57うlevel,  ・

や
Signincant at the lワあlevel

Table 9 CorrelatiOn cOemcients among 03 COnCentration, weigh↓ and

Proxirllate composition

Vヽeight
Water PrOtein Lipid

C a r b o
h y d r aしe

Ash

0 3  C O n C n .

Vヽeight

Vヽよter

PrOしein

Lipid

Carbohydrate

Ash

Ca

Fe

Na

K

Zn

T h i a m i n

R i b O a a v i n

-0.826卒 0.902辛
承
      0.632

- 0 , 8 0 7・   - 0 . 2 5 9

0.263

0 . 8 7 7 '・   - 0 . 6 4 2     - 0 . 7 6 6や

-0.942承Ⅲ      0 295        0 987中
,

0,727Ⅲ     -0 269      -0.808承

0 5 3 1     - 0 . 9 9 8 ' =    - 0 1 1 7

- 0 . 5 7 0     - 0 . 8 8 1・キ

0,150

卓
Signincan↓ a↓the 5%level,  Ⅲ

ホ
Signiflcant at the lワ ちlevel
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contonしs or chemical con■ ponents in stipes of Nameko mushroom

Mineral Vitamin

Ca NaFe Zn Thaね品n ttbOnahn 牡縛
比

0.282

0 379

- 0 . 1 5 8

0.599

0.557

-0.684

0 3 1 4

- 0 . 3 1 9

0,733ホ

ー0.30 5

- 0 . 1 1 9

- 0 . 0 6 9

0,038

0 740'

01536

- 0 . 2 1 0    - 0 3 8 9

-0 525        0 856・や

- 0 . 0 5 6     - 0 6 1 6

- 0 . 4 1 7    - 0 . 0 3 9

- 0 1 4 7      0 . 2 2 8

0.486      -0 077

- 0 4 7 9      0 8 1 5・

- 0 . 8 9 4ホキ    0 7 7 3・

-0.645        0 735キ

ー0 7 4 3章

-0.5 9 7     - 0 . 3 6 6

0.939・
岩
      0.239

-0.294        0.333

- 0 . 4 9 7     - 0 6 5 9

- 0 . 5 1 0     - 0 , 9 9 0Ⅲ料

0 430       0.710を

0 950Ⅲ
Ⅲ
      0 305

0 296      -0.565

0.764Ⅲ       0 124

- 0 . 5 7 1      0 . 1 5 2

0 7 1 2本   _ 0 . 2 5 7

0 493

0.666        0.794・

0005     - 0 . 9 0 3ホ
・

0.280        0.869・

0 848キ
・
      0.498

0.518    -0.019

-0.886承本   -04392

~04055    -0.888ホ 辛

0 891Ⅲ
Ⅲ  -0.348

0326    -0.573

-0.830キ    0.317

-0.420    -0.852・ ホ

0.032    -0.705

-0 505        0,061

0.107

contents of chemical componen↓ s in whole fruit bodies of Nameko mushroom

Mineral
アヽitarnin

Ca N aFe Thaね航n ttbOna拭n生 縛
比

0.234      -0.386

0 229        0.583

- 0 1 2 9     - 0 . 0 8 6

0 880+承    -0.476

0 . 0 7 1    - 0 . 7 1 1中

-0.859キ'      0.516

0.364        0 516
- 0 . 1 9 9

- 0 . 9 0 2ホキ  ー 0 4 8 3

0 986+Ⅲ      0 882・
Ⅲ

-0.8 3 7・   - 0 5 9 9

- 0 4 0 6      0 2 0 0

- 0 . 9 7 4Ⅲキ  ー 0,71 8Ⅲ

O.43 8     - 0 . 1 5 6

0.952Ⅲ
Ⅲ
      O.928ネ

ホ

0.074        0.635

0.591       0 466

0.793ネ

- 0 7 4 5 +

0 981・
中

- 0 6 8 1

-0.256

-0。941中
・

0.297

0.964Ⅲ
Ⅲ

O.221

0 , 7 1 2キ

0.957Ⅲ
ホ

0.891・
・

0 071        0 713ホ       0 188

- 0 3 9 4     - 0 . 3 0 0     - 0 6 1 7

0.460        0.780承       0.036

-0722・      0412     04066

0.097        0、309        0.628

0 ` 7 0 6     - 0 . 3 8 6     - 0 . 1 2 2

- 0 5 1 8     - 0 2 7 0     - 0 . 5 9 3

- 0 9 2 3・ネ    0 . 2 6 8     - 0 2 4 0

0.303        0.333      -0 851・
ホ

ー0.27 5     - 0 3 9 7    - 0 . 5 5 2

- 0 . 6 8 2      0 . 0 1 9     - 0 . 7 0 7

- 0 3 2 0     - 0 1 2 5     - 0 7 4 9Ⅲ

0 113        0.082

- 0 . 5 3 0
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お礼中し_ヒげます.                  10)相 賀一郎 ・大政科【次 ・安保文杉 :昭和 51/52年度

研究報告 国 立公普研究所特別研究成果報告 R一

文    献               2,193(1978)
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